
本会議審議経過１

○平成31年１月28日(月)

開会 午前10時６分

日程第１ 議席の指定

議長は、議員の議席を指定した。

常任委員長辞任の件

本件は、懲罰委員長溝手顕正君の辞任を許

可することに決した。

常任委員長の選挙

本選挙は、その手続を省略して議長の指名

によることに決し、議長は、懲罰委員長に

室井邦彦君を指名した。

特別委員会設置の件

本件は、議長発議により、災害に関する諸

問題を調査し、その対策樹立に資するため

委員20名から成る 、災害対策特別委員会

沖縄及び北方問題に関する対策樹立に資す

沖縄及び北方問題るため委員20名から成る

、に関する特別委員会

政治倫理の確立及び選挙制度に関する調査

政治倫理の確立及のため委員35名から成る

、び選挙制度に関する特別委員会

北朝鮮による拉致等に関する諸問題を調査

し、その対策樹立に資するため委員20名か

北朝鮮による拉致問題等に関する特ら成る

、別委員会

政府開発援助を始めとする国際援助・協力

に関する諸問題を調査するため委員30名か

政府開発援助等に関する特別委員ら成る

、会

消費者の利益の擁護及び増進等に関する総

合的な対策を樹立するため委員25名から成

る 、消費者問題に関する特別委員会

東日本大震災からの復興に当たり、その総

合的な対策樹立に資するため委員40名から

成る を設置す東日本大震災復興特別委員会

ることに全会一致をもって決し、

議長は、特別委員を指名した。

情報監視審査会委員辞任の件

本件は、仁比聡平君の辞任を許可すること

に決した。

情報監視審査会委員の選任

、 。本件は 石井章君を選任することに決した

休憩 午前10時10分

再開 午後３時51分

日程第２ 国務大臣の演説に関する件

安倍内閣総理大臣は施政方針に関し、河野

外務大臣は外交に関し、麻生財務大臣は財

政に関し、茂木国務大臣は経済に関しそれ

ぞれ演説をした。

国務大臣の演説に対する質疑は、延期する

ことに決した。

散会 午後５時15分

○平成31年１月29日(火)

開会 午後１時１分

日程第１ 国務大臣の報告に関する件（平成

二十九年度決算の概要について）

、 、本件は 麻生財務大臣から報告があった後

馬場成志君、森本真治君、風間直樹君、新

妻秀規君、室井邦彦君、吉良よし子君がそ

れぞれ質疑をした。

散会 午後３時29分

○平成31年１月31日(木)

開会 午前10時１分

日程第１ 国務大臣の演説に関する件(第２

日)

榛葉賀津也君、橋本聖子君は、それぞれ質

疑をした。

残余の質疑は、延期することに決した。

議員鴻池祥肇君逝去につき哀悼の件

本件は、議長から既に弔詞をささげた旨報

告し、その弔詞を朗読した。次いで、福山

哲郎君が哀悼の辞を述べた。

散会 午前11時57分

○平成31年２月１日(金)

開会 午前10時１分

日程第１ 国務大臣の演説に関する件(第３

日)

福山哲郎君、山口那津男君は、それぞれ質

疑をした。

休憩 午前11時49分

再開 午後１時１分

休憩前に引き続き、片山虎之助君、小池晃

君、山本太郎君、岡田直樹君は、それぞれ

質疑をした。



議長は、質疑が終了したことを告げた。

散会 午後３時28分

○平成31年２月７日(木)

開会 午後７時16分

日程第１ 平成三十年度一般会計補正予算

(第２号)

日程第２ 平成三十年度特別会計補正予算

(特第２号)

以上両案は、予算委員長から委員会審査の

経過及び結果の報告があって、討論の後、

押しボタン式投票をもって採決の結果、賛

成162、反対70にて可決された。

平成三十年度分として交付すべき地方交付税

の総額の特例に関する法律案(内閣提出、衆

議院送付)

本案は、日程に追加し、総務委員長から委

員会審査の経過及び結果の報告があった

、 、後 押しボタン式投票をもって採決の結果

賛成223、反対13にて可決された。

散会 午後８時７分

○平成31年２月22日(金)

開会 午前10時１分

日程第１ 国家公務員等の任命に関する件

本件は、押しボタン式投票をもって採決の

結果、総合科学技術・イノベーション会議

議員に上山隆大君を任命することに賛成

157、反対69にて同意することに決し、

総合科学技術・イノベーション会議議員に

小谷元子君、篠原弘道君、中央労働委員会

公益委員に荒木尚志君、運輸審議会委員に

原田尚志君を任命することに賛成213、反

対16にて同意することに決し、

預金保険機構理事長に三國谷勝範君を任命

することに賛成183、反対44にて同意する

ことに決し、

預金保険機構理事に保坂直樹君、久田高正

君、同監事に坂本裕子君、電波監理審議会

委員に饗庭由理子君、林秀弥君、労働保険

審査会委員に鰺坂隆一君、都築民枝君、中

央社会保険医療協議会公益委員に中村洋

君、長谷川ふ佐子君、社会保険審査会委員

に大谷すみれ君、中央労働委員会公益委員

に岩村正彦君、畠山稔君、沖野眞已君、角

田美穂子君、守島基博君、高橋佳代君、杉

原麗君、磯部哲君、松下淳一君、森戸英幸

君、両角道代君、柴田和史君、鹿士眞由美

君、相原佳子君、運輸安全委員会委員長に

武田展雄君、同委員に柿嶋美子君、宮下徹

君、宮澤與和君、中西美和君を任命するこ

とに賛成227、反対０にて全会一致をもっ

て同意することに決した。

散会 午前10時７分

○平成31年３月８日(金)

開会 午前10時１分

日程第１ 天皇陛下御即位三十年につき慶賀

の意を表する件

本件は、議長発議により、天皇陛下に院議

をもって賀詞を奉呈することとし、その賀

詞は議長に一任することに決した後、議長

は次の賀詞を朗読した。

賀 詞

天皇陛下におかせられましては 本年

御即位30年をお迎えになりましたことに

心からお祝いを申し上げます

常に国民に寄り添い その安寧を祈り

数々の公務に御精励になった天皇陛下の

お姿は 国民ひとしく敬慕の念に堪えな

いところであります

天皇陛下には これからもお健やかにお

過ごしになりますよう祈ってやみません

ここに参議院は 国民を代表して 院議

をもって 謹んで感謝と慶祝の意を表し

ます

永年在職議員表彰の件

本件は、議長発議により、国会議員として

在職25年に達した議員鉢呂吉雄君を院議を

もって表彰することに決し、議長は、次の

表彰文を朗読した。

議員鉢呂吉雄君 君は国会議員としてそ

の職にあること25年に及び常に憲政のた

めに力を尽くされました

参議院は君の永年の功労に対しここに院

議をもって表彰します

橋本聖子君は、祝辞を述べた。

鉢呂吉雄君は、謝辞を述べた。

所得税法等の一部を改正する法律案(趣旨説

明)

本件は、日程に追加し、麻生財務大臣から



、 、 、趣旨説明があった後 三木亨君 江崎孝君

古賀之士君、藤巻健史君、大門実紀史君が

それぞれ質疑をした。

散会 午後０時21分

○平成31年３月13日(水)

開会 午前10時１分

日程第１ 国務大臣の報告に関する件（平成

三十一年度地方財政計画につい

て）

日程第２ 地方税法等の一部を改正する法律

案、特別法人事業税及び特別法人

事業譲与税に関する法律案、森林

環境税及び森林環境譲与税に関す

る法律案及び地方交付税法等の一

部を改正する法律案(趣旨説明)

以上両件は、石田総務大臣から報告及び趣

旨説明があった後、又市征治君、森本真治

君、若松謙維君、行田邦子君、山下芳生君

がそれぞれ質疑をした。

散会 午後０時13分

○平成31年３月15日(金)

議長は、皇居において天皇陛下にお目にかか

り、天皇陛下御即位30年につき、賀詞を奉呈

した旨報告した。

開会 午前10時１分

日程第１ 特定防衛調達に係る国庫債務負担

行為により支出すべき年限に関す

る特別措置法の一部を改正する法

律案（趣旨説明）

本件は、岩屋防衛大臣から趣旨説明があっ

た後、宇都隆史君、福島みずほ君、大野元

裕君、浅田均君、井上哲士君がそれぞれ質

疑をした。

散会 午前11時55分

○平成31年３月27日(水)

開会 午後２時１分

日程第１ 中央選挙管理会委員及び同予備委

員の指名

本指名は、議長に一任することに決し、議

長は、中央選挙管理会委員に宮里猛君、

部正男君、斎藤勁君、細川律夫君、白浜一

、 、 、良君 同予備委員に元宿仁君 阿部信吾君

阿部和弘君、加賀谷弘平君、藪仲義彦君を

指名した。

平成三十一年度一般会計予算

平成三十一年度特別会計予算

平成三十一年度政府関係機関予算

以上３案は、日程に追加し、予算委員長か

ら委員会審査の経過及び結果の報告があっ

て、討論の後、記名投票をもって採決の結

果、賛成152、反対87にて可決された。

地方税法等の一部を改正する法律案(内閣提

出、衆議院送付)

特別法人事業税及び特別法人事業譲与税に関

する法律案（内閣提出、衆議院送付）

森林環境税及び森林環境譲与税に関する法律

案（内閣提出、衆議院送付）

地方交付税法等の一部を改正する法律案(内

閣提出、衆議院送付)

以上４案は、日程に追加し、総務委員長か

ら委員会審査の経過及び結果の報告があっ

て、討論の後、押しボタン式投票をもって

採決の結果、第１及び第２の議案は賛成

149、反対88にて可決、第３の議案は賛成

223、反対14にて可決、第４の議案は賛成

165、反対72にて可決された。

所得税法等の一部を改正する法律案(内閣提

出、衆議院送付)

本案は、日程に追加し、財政金融委員長か

ら委員会審査の経過及び結果の報告があっ

て、討論の後、押しボタン式投票をもって

採決の結果、賛成150、反対87にて可決さ

れた。

特定防衛調達に係る国庫債務負担行為により

支出すべき年限に関する特別措置法の一部を

改正する法律案(内閣提出、衆議院送付)

本案は、日程に追加し、外交防衛委員長か

ら委員会審査の経過及び結果の報告があっ

て、討論の後、押しボタン式投票をもって

採決の結果、賛成164、反対72にて可決さ

れた。

散会 午後５時２分

○平成31年３月29日(金)

開会 午前10時１分

国家公務員等の任命に関する件

本件は、押しボタン式投票をもって採決の

結果、会計検査院情報公開・個人情報保護

審査会委員に 田広司君、堀江正之君、飯



島淳子君、衆議院議員選挙区画定審議会委

員に 橋滋君、宍戸常寿君、公益認定等委

員会委員に小林敬子君、小森幹夫君、亀谷

かをり君、藤井邦子君、佐藤彰紘君、公正

取引委員会委員に山本和史君、公認会計士

・監査審査会会長に櫻井久勝君、同委員に

松井 幸君、玉井裕子君、佐藤淑子君、

賀 弘君、水口啓子君、皆川邦仁君、行政

不服審査会委員に原優君、戸谷博子君、伊

藤浩君、中原茂樹君、川口貴公美君、佐脇

敦子君、情報公開・個人情報保護審査会委

、 、 、員に小泉博嗣君 白井玲子君 秋定裕子君

佐藤郁美君、木村琢麿君、中川丈久君、久

末弥生君、中央更生保護審査会委員に岡田

幸之君、公害健康被害補償不服審査会委員

、に山 まさよ君を任命することに賛成233

反対０にて全会一致をもって同意すること

に決し、

衆議院議員選挙区画定審議会委員に加藤淳

子君、川人貞史君、久保信保君、住田裕子

君、宮崎緑君、公益認定等委員会委員に佐

久間総一郎君、安藤まこと君、公認会計士

・監査審査会委員に山田 己君、吉田慶太

君、情報公開・個人情報保護審査会委員に

野修一君、池田陽子君、公害健康被害補

償不服審査会委員に武田克彦君を任命する

ことに賛成221、反対16にて同意すること

に決した。

日程第１ 成田国際空港周辺整備のための国

の財政上の特別措置に関する法律

の一部を改正する法律案(内閣提

出、衆議院送付)

日程第２ 放送法第七十条第二項の規定に基

づき、承認を求めるの件(衆議院

送付)

以上両件は、総務委員長から委員会審査の

経過及び結果の報告があった後、押しボタ

ン式投票をもって採決の結果、日程第１は

賛成238、反対０にて全会一致をもって可

決、日程第２は賛成237、反対０にて全会

一致をもって承認することに決した。

日程第３ 関税定率法及び関税暫定措置法の

、一部を改正する法律案(内閣提出

衆議院送付)

日程第４ 国際通貨基金及び国際復興開発銀

行への加盟に伴う措置に関する法

律の一部を改正する法律案(内閣

提出、衆議院送付)

以上両案は、財政金融委員長から委員会審

査の経過及び結果の報告があった後、押し

ボタン式投票をもって採決の結果、賛成

236、反対０にて全会一致をもって可決さ

れた。

日程第５ 在外公館の名称及び位置並びに在

外公館に勤務する外務公務員の給

与に関する法律の一部を改正する

法律案（内閣提出、衆議院送付）

本案は、外交防衛委員長から委員会審査の

経過及び結果の報告があった後、押しボタ

ン式投票をもって採決の結果、賛成237、

反対０にて全会一致をもって可決された。

日程第６ 奄美群島振興開発特別措置法及び

小笠原諸島振興開発特別措置法の

（ 、一部を改正する法律案 内閣提出

衆議院送付)

本案は、国土交通委員長から委員会審査の

経過及び結果の報告があった後、押しボタ

ン式投票をもって採決の結果、賛成237、

反対０にて全会一致をもって可決された。

日程第７ 警察法の一部を改正する法律案

(内閣提出、衆議院送付)

本案は、内閣委員長から委員会審査の経過

及び結果の報告があった後、押しボタン式

投票をもって採決の結果、賛成217､反対15

にて可決された。

散会 午前10時22分

〇平成31年４月12日(金)

開会 午前10時11分

議員辞職の件

本件は、渡辺美知太郎君の辞職を許可する

ことに決した。

裁判官弾劾裁判所裁判員予備員及び裁判官訴

追委員予備員辞任の件

本件は、裁判官弾劾裁判所裁判員予備員赤

池誠章君、室井邦彦君、裁判官訴追委員予

備員青木一彦君の辞任を許可することに決

した。

裁判官弾劾裁判所裁判員予備員等各種委員の



選挙

本選挙は、その手続を省略して議長の指名

によること及び裁判官弾劾裁判所裁判員予

備員、裁判官訴追委員予備員の職務を行う

、 、順序は議長に一任することに決し 議長は

裁判官弾劾裁判所裁判員予備員に礒 哲史

君、片山大介君、裁判官訴追委員予備員に

高木かおり君、検察官適格審査会委員予備

委員に宮沢由佳君(大野元裕君の予備委

員)、国土審議会委員に有村治子君を指名

した。また、裁判官弾劾裁判所裁判員予備

員の職務を行う順序は、礒 哲史君を第３

順位とし、片山大介君を第４順位とし、裁

判官訴追委員予備員の職務を行う順序は、

第２順位の石井浩郎君を第１順位とし、第

４順位の櫻井充君を第２順位とし、第５順

位の清水貴之君を第４順位とし、高木かお

り君を第５順位とした。

子ども・子育て支援法の一部を改正する法律

案(趣旨説明)

本件は、日程に追加し、宮腰国務大臣から

趣旨説明があった後、牧山ひろえ君、矢田

わか子君、竹内真二君、清水貴之君、田村

智子君がそれぞれ質疑をした。

日程第１ 司法書士法及び土地家屋調査士法

の一部を改正する法律案(内閣提

出)

本案は、法務委員長から委員会審査の経過

及び結果の報告があった後、押しボタン式

投票をもって採決の結果、賛成232、反対

０にて全会一致をもって可決された。

日程第２ 航空法及び運輸安全委員会設置法

の一部を改正する法律案(内閣提

出)

本案は、国土交通委員長から委員会審査の

経過及び結果の報告があった後、押しボタ

ン式投票をもって採決の結果、賛成217、

反対14にて可決された。

日程第３ 道路交通法の一部を改正する法律

案(内閣提出)

本案は、内閣委員長から委員会審査の経過

及び結果の報告があった後、押しボタン式

投票をもって採決の結果、賛成215、反対

14にて可決された。

日程第４ 特定農産加工業経営改善臨時措置

法の一部を改正する法律案(内閣

提出)

本案は、農林水産委員長から委員会審査の

経過及び結果の報告があった後、押しボタ

ン式投票をもって採決の結果、賛成231、

反対０にて全会一致をもって可決された。

散会 午後０時15分

〇平成31年４月19日(金)

開会 午前10時31分

大学等における修学の支援に関する法律案

(趣旨説明)

本件は、日程に追加し、柴山文部科学大臣

から趣旨説明があった後、 藤嘉隆君、伊

藤孝恵君、新妻秀規君、高木かおり君、吉

良よし子君がそれぞれ質疑をした。

日程第１ 平成三十七年に開催される国際博

覧会の準備及び運営のために必要

な特別措置に関する法律案(内閣

提出、衆議院送付)

本案は、経済産業委員長から委員会審査の

経過及び結果の報告があった後、押しボタ

ン式投票をもって採決の結果、賛成211、

反対16にて可決された。

日程第２ 裁判所職員定員法の一部を改正す

る法律案(内閣提出、衆議院送付)

本案は、法務委員長から委員会審査の経過

及び結果の報告があった後、押しボタン式

投票をもって採決の結果、賛成187､反対44

にて可決された。

日程第３ 農業用ため池の管理及び保全に関

する法律案(内閣提出、衆議院送

付)

本案は、農林水産委員長から委員会審査の

経過及び結果の報告があった後、押しボタ

ン式投票をもって採決の結果、賛成231、

反対０にて全会一致をもって可決された。

日程第４ アイヌの人々の誇りが尊重される

社会を実現するための施策の推進

に関する法律案(内閣提出、衆議

院送付)

本案は、国土交通委員長から委員会審査の

経過及び結果の報告があった後、押しボタ

ン式投票をもって採決の結果、賛成216、



反対14にて可決された。

散会 午後０時８分

平成31年４月24日(水)〇

開会 午前10時６分

請暇の件

本件は、藤末健三君、松川るい君、伊藤孝

恵君の請暇を許可することに決した。

建築物のエネルギー消費性能の向上に関する

法律の一部を改正する法律案(趣旨説明)

本件は、日程に追加し、石井国土交通大臣

から趣旨説明があった後、野田国義君、青

木愛君がそれぞれ質疑をした。

日程第１ 防衛省設置法等の一部を改正する

法律案(内閣提出、衆議院送付)

本案は、外交防衛委員長から委員会審査の

経過及び結果の報告があった後、押しボタ

ン式投票をもって採決の結果、賛成159、

反対70にて可決された。

日程第２ 旧優生保護法に基づく優生手術等

を受けた者に対する一時金の支給

等に関する法律案(衆議院提出)

本案は、厚生労働委員長から委員会審査の

経過及び結果の報告があった後、押しボタ

ン式投票をもって採決の結果、賛成229、

反対０にて全会一致をもって可決された。

日程第３ 自然環境保全法の一部を改正する

法律案(内閣提出、衆議院送付)

本案は、環境委員長から委員会審査の経過

及び結果の報告があった後、押しボタン式

投票をもって採決の結果、賛成230、反対

０にて全会一致をもって可決された。

散会 午前10時55分

〇令和元年５月８日(水)

開会 午後１時11分

女性の職業生活における活躍の推進に関する

法律等の一部を改正する法律案(趣旨説明)

本件は、日程に追加し、根本厚生労働大臣

から趣旨説明があった後、福島みずほ君、

礒 哲史君、石井苗子君、倉林明子君がそ

れぞれ質疑をした。

日程第１ 日本国の自衛隊とカナダ軍隊との

間における物品又は役務の相互の

提供に関する日本国政府とカナダ

政府との間の協定の締結について

承認を求めるの件(衆議院送付)

日程第２ 日本国の自衛隊とフランス共和国

の軍隊との間における物品又は役

務の相互の提供に関する日本国政

府とフランス共和国政府との間の

協定の締結について承認を求める

の件(衆議院送付)

以上両件は、外交防衛委員長から委員会審

査の経過及び結果の報告があった後、押し

ボタン式投票をもって採決の結果、賛成

160、反対70にて承認することに決した。

日程第３ 国会議員の選挙等の執行経費の基

準に関する法律及び公職選挙法の

、一部を改正する法律案(内閣提出

衆議院送付)

本案は、政治倫理の確立及び選挙制度に関

する特別委員長から委員会審査の経過及び

結果の報告があった後、押しボタン式投票

をもって採決の結果、賛成230、反対０に

て全会一致をもって可決された。

散会 午後３時３分

〇令和元年５月10日(金)

開会 午前10時１分

金融機能の早期健全化のための緊急措置に関

する法律の一部を改正する法律案(趣旨説明)

本件は、日程に追加し、麻生国務大臣から

趣旨説明があった後、風間直樹君、藤巻健

、 。史君 大門実紀史君がそれぞれ質疑をした

日程第１ 建築物のエネルギー消費性能の向

上に関する法律の一部を改正する

法律案(内閣提出、衆議院送付)

本案は、国土交通委員長から委員会審査の

経過及び結果の報告があった後、押しボタ

ン式投票をもって採決の結果、賛成229、

反対０にて全会一致をもって可決された。

日程第２ 大学等における修学の支援に関す

（ 、 ）る法律案 内閣提出 衆議院送付

本案は、文教科学委員長から委員会審査の

経過及び結果の報告があって、討論の後、

押しボタン式投票をもって採決の結果、賛

成185、反対45にて可決された。

日程第３ 特許法等の一部を改正する法律案

(内閣提出、衆議院送付)

本案は、経済産業委員長から委員会審査の



経過及び結果の報告があった後、押しボタ

ン式投票をもって採決の結果、賛成229、

反対０にて全会一致をもって可決された。

日程第４ 民事執行法及び国際的な子の奪取

の民事上の側面に関する条約の実

施に関する法律の一部を改正する

法律案(内閣提出、衆議院送付)

本案は、法務委員長から委員会審査の経過

及び結果の報告があった後、押しボタン式

投票をもって採決の結果、賛成229、反対

０にて全会一致をもって可決された。

日程第５ 電波法の一部を改正する法律案

(内閣提出、衆議院送付)

日程第６ 電気通信事業法の一部を改正する

法律案(内閣提出、衆議院送付)

以上両案は、総務委員長から委員会審査の

経過及び結果の報告があった後、押しボタ

ン式投票をもって採決の結果、日程第５は

賛成215、反対14にて可決、日程第６は賛

成230、反対０にて全会一致をもって可決

された。

日程第７ 子ども・子育て支援法の一部を改

正する法律案(内閣提出、衆議院

送付)

本案は、内閣委員長から委員会審査の経過

及び結果の報告があって、討論の後、押し

ボタン式投票をもって採決の結果、賛成

185、反対45にて可決された。

散会 午後０時15分

〇令和元年５月15日(水)

開会 午前10時１分

日程第１ 天皇陛下御即位につき慶賀の意を

表する件

本件は、議長発議により、天皇陛下に院議

をもって賀詞を奉呈することとし、御即位

につき天皇陛下に奉呈する賀詞案起草のた

賀詞案起草に関する特め委員25名から成る

を設置することに全会一致をもっ別委員会

て決し、議長は、特別委員を指名した。

休憩 午前10時２分

再開 午前10時31分

賀詞案起草に関する特別委員長から報告が

あった後、特別委員会起草の賀詞案は、全

会一致をもって可決された。

賀 詞

天皇陛下におかせられましては 風

薫るよき日に 御即位されましたこ

とは まことに歓喜に堪えないとこ

ろであります

天皇皇后両陛下が御清祥であられ

令和の時代が悠久の歴史に新たな希

望と光を添えるものとなりますよう

心からお祈り申し上げます

ここに参議院は 国民を代表して

院議をもって 謹んで慶祝の意を表

します

日程第２ 二千一年の燃料油による汚染損害

についての民事責任に関する国際

条約の締結について承認を求める

の件(衆議院送付)

日程第３ 二千七年の難破物の除去に関する

ナイロビ国際条約の締結について

承認を求めるの件(衆議院送付)

以上両件は、外交防衛委員長から委員会審

査の経過及び結果の報告があった後、押し

ボタン式投票をもって採決の結果、賛成

231、反対０にて全会一致をもって承認す

ることに決した。

日程第４ 医療保険制度の適正かつ効率的な

運営を図るための健康保険法等の

（ 、一部を改正する法律案 内閣提出

衆議院送付)

本案は、厚生労働委員長から委員会審査の

経過及び結果の報告があった後、押しボタ

ン式投票をもって採決の結果、賛成213、

反対16にて可決された。

散会 午前10時39分

〇令和元年５月17日(金)

議長は、皇居において天皇陛下にお目にかか

り、天皇陛下御即位につき、賀詞を奉呈した

旨報告した。

開会 午前10時１分

中小企業の事業活動の継続に資するための中

小企業等経営強化法等の一部を改正する法律

案(趣旨説明)

本件は、日程に追加し、世耕経済産業大臣

から趣旨説明があった後、 山勇一君、浜

口誠君、石井章君、岩渕友君がそれぞれ質



疑をした。

日程第１ 中央北極海における規制されてい

ない公海漁業を防止するための協

定の締結について承認を求めるの

件(衆議院送付)

本件は、外交防衛委員長から委員会審査の

経過及び結果の報告があった後、押しボタ

ン式投票をもって採決の結果、賛成226、

反対０にて全会一致をもって承認すること

に決した。

日程第２ 表題部所有者不明土地の登記及び

管理の適正化に関する法律案(内

閣提出、衆議院送付)

本案は、法務委員長から委員会審査の経過

及び結果の報告があった後、押しボタン式

投票をもって採決の結果、賛成227、反対

０にて全会一致をもって可決された。

日程第３ 道路運送車両法の一部を改正する

法律案(内閣提出、衆議院送付)

本案は、国土交通委員長から委員会審査の

経過及び結果の報告があった後、押しボタ

ン式投票をもって採決の結果、賛成228、

反対０にて全会一致をもって可決された。

日程第４ 国会議事堂、内閣総理大臣官邸そ

の他の国の重要な施設等、外国公

館等及び原子力事業所の周辺地域

の上空における小型無人機等の飛

行の禁止に関する法律等の一部を

改正する法律案(内閣提出、衆議

院送付)

本案は、内閣委員長から委員会審査の経過

及び結果の報告があった後、押しボタン式

投票をもって採決の結果、賛成182、反対

44にて可決された。

日程第５ 金融機能の早期健全化のための緊

急措置に関する法律の一部を改正

する法律案(内閣提出、衆議院送

付)

本案は、財政金融委員長から委員会審査の

経過及び結果の報告があった後、押しボタ

ン式投票をもって採決の結果、賛成169、

反対58にて可決された。

日程第６ 学校教育法等の一部を改正する法

律案(内閣提出、衆議院送付)

本案は、文教科学委員長から委員会審査の

経過及び結果の報告があった後、押しボタ

ン式投票をもって採決の結果、賛成183、

反対44にて可決された。

日程第７ 農地中間管理事業の推進に関する

法律等の一部を改正する法律案

(内閣提出、衆議院送付)

本案は、農林水産委員長から委員会審査の

経過及び結果の報告があって、討論の後、

押しボタン式投票をもって採決の結果、賛

成156、反対71にて可決された。

散会 午前11時57分

〇令和元年５月22日(水)

開会 午前10時１分

日程第１ 国有林野の管理経営に関する法律

等の一部を改正する法律案(趣旨

説明)

本件は、 川農林水産大臣から趣旨説明が

あった後、小川勝也君、徳永エリ君、儀間

光男君、紙智子君がそれぞれ質疑をした。

散会 午前11時29分

〇令和元年５月24日(金)

開会 午前10時１分

日程第１ 食品ロスの削減の推進に関する法

律案(衆議院提出)

本案は、消費者問題に関する特別委員長か

ら委員会審査の経過及び結果の報告があっ

た後、押しボタン式投票をもって採決の結

果、賛成221、反対０にて全会一致をもっ

て可決された。

日程第２ 戸籍法の一部を改正する法律案

(内閣提出、衆議院送付)

本案は、法務委員長から委員会審査の経過

及び結果の報告があった後、押しボタン式

投票をもって採決の結果、賛成206、反対

16にて可決された。

日程第３ 船舶油濁損害賠償保障法の一部を

改正する法律案(内閣提出、衆議

院送付)

本案は、国土交通委員長から委員会審査の

経過及び結果の報告があった後、押しボタ

ン式投票をもって採決の結果、賛成224、

反対０にて全会一致をもって可決された。

日程第４ 情報通信技術の活用による行政手



続等に係る関係者の利便性の向上

並びに行政運営の簡素化及び効率

化を図るための行政手続等におけ

る情報通信の技術の利用に関する

法律等の一部を改正する法律案

(内閣提出、衆議院送付)

本案は、内閣委員長から委員会審査の経過

及び結果の報告があった後、押しボタン式

投票をもって採決の結果 賛成206 反対16、 、

にて可決された。

国際経済・外交に関する調査の報告

本件は、報告を聴取することに決し、国際

経済・外交に関する調査会長から報告が

あった。

国民生活・経済に関する調査の報告

本件は、報告を聴取することに決し、国民

生活・経済に関する調査会長から報告が

あった。

散会 午前10時24分

〇令和元年５月29日(水)

開会 午前10時６分

障害者の雇用の促進等に関する法律の一部を

改正する法律案（趣旨説明)

本件は、日程に追加し、根本厚生労働大臣

から趣旨説明があった後、川田龍平君、石

上俊雄君、東徹君、倉林明子君がそれぞれ

質疑をした。

日程第１ 投資の促進及び保護に関する日本

国とアルゼンチン共和国との間の

協定の締結について承認を求める

の件（衆議院送付）

日程第２ 所得に対する租税に関する二重課

税の除去並びに脱税及び租税回避

の防止のための日本国とスペイン

王国との間の条約の締結について

承認を求めるの件(衆議院送付)

日程第３ 所得に対する租税に関する二重課

税の除去並びに脱税及び租税回避

の防止のための日本国とクロアチ

ア共和国との間の協定の締結につ

いて承認を求めるの件（衆議院送

付）

日程第４ 所得に対する租税に関する二重課

税の除去並びに脱税及び租税回避

の防止のための日本国とコロンビ

ア共和国との間の条約の締結につ

いて承認を求めるの件（衆議院送

付）

日程第５ 所得に対する租税に関する二重課

税の除去並びに脱税及び租税回避

の防止のための日本国とエクアド

ル共和国との間の条約の締結につ

いて承認を求めるの件（衆議院送

付）

以上５件は、外交防衛委員長から委員会審

査の経過及び結果の報告があった後、押し

ボタン式投票をもって採決の結果、賛成

210、反対14にて承認することに決した。

日程第６ 女性の職業生活における活躍の推

進に関する法律等の一部を改正す

る法律案(内閣提出、衆議院送付)

本案は、厚生労働委員長から委員会審査の

経過及び結果の報告があった後、押しボタ

ン式投票をもって採決の結果、賛成210、

反対14にて可決された。

日程第７ フロン類の使用の合理化及び管理

の適正化に関する法律の一部を改

正する法律案(内閣提出、衆議院

送付)

本案は、環境委員長から委員会審査の経過

及び結果の報告があった後、押しボタン式

投票をもって採決の結果、賛成225、反対

０にて全会一致をもって可決された。

日程第８ 中小企業の事業活動の継続に資す

るための中小企業等経営強化法等

の一部を改正する法律案(内閣提

出、衆議院送付)

本案は、経済産業委員長から委員会審査の

経過及び結果の報告があった後、押しボタ

ン式投票をもって採決の結果、賛成225、

反対０にて全会一致をもって可決された。

日程第９ 放送法の一部を改正する法律案

(内閣提出、衆議院送付)

本案は、総務委員長から委員会審査の経過

及び結果の報告があった後、押しボタン式

投票をもって採決の結果 賛成210 反対14、 、

にて可決された。

散会 午前11時42分



〇令和元年５月31日(金)

開会 午前10時１分

日程第１ 災害弔慰金の支給等に関する法律

の一部を改正する法律案(衆議院

提出)

本案は、災害対策特別委員長から委員会審

査の経過及び結果の報告があった後、押し

ボタン式投票をもって採決の結果、賛成

223、反対０にて全会一致をもって可決さ

れた。

日程第２ 自殺対策の総合的かつ効果的な実

施に資するための調査研究及びそ

の成果の活用等の推進に関する法

律案(厚生労働委員長提出)

日程第３ 死因究明等推進基本法案(厚生労

働委員長提出)

以上両案は、厚生労働委員長から趣旨説明

があった後、押しボタン式投票をもって採

決の結果、賛成224、反対０にて全会一致

をもって可決された。

日程第４ 情報通信技術の進展に伴う金融取

引の多様化に対応するための資金

決済に関する法律等の一部を改正

する法律案(内閣提出、衆議院送

付)

本案は、財政金融委員長から委員会審査の

経過及び結果の報告があった後、押しボタ

ン式投票をもって採決の結果、賛成206、

反対16にて可決された。

日程第５ 地域の自主性及び自立性を高める

ための改革の推進を図るための関

係法律の整備に関する法律案(内

閣提出、衆議院送付)

本案は、内閣委員長から委員会審査の経過

及び結果の報告があった後、押しボタン式

投票をもって採決の結果 賛成180 反対42、 、

にて可決された。

散会 午前10時14分

〇令和元年６月５日(水)

開会 午前10時１分

児童虐待防止対策の強化を図るための児童福

祉法等の一部を改正する法律案(趣旨説明)

本件は、日程に追加し、根本厚生労働大臣

から趣旨説明があった後、石橋通宏君、伊

藤孝恵君、山本香苗君、清水貴之君、倉林

明子君がそれぞれ質疑をした。

日程第１ 平成二十九年度一般会計予備費使

用総調書及び各省各庁所管使用調

書(その１)(第196回国会内閣提

出、第198回国会衆議院送付）

日程第２ 平成二十九年度一般会計予備費使

用総調書及び各省各庁所管使用調

書(その２)(第196回国会内閣提

出、第198回国会衆議院送付)

以上両件は、決算委員長から委員会審査の

経過及び結果の報告があった後、押しボタ

ン式投票をもって採決の結果、日程第１は

、 、賛成208 反対16にて承諾することに決し

日程第２は賛成212、反対14にて承諾する

ことに決した。

日程第３ 国会議員の歳費、旅費及び手当等

に関する法律の一部を改正する法

律案(藤巻健史君発議)

日程第４ 国会議員の歳費、旅費及び手当等

に関する法律の一部を改正する法

律案(岡田直樹君外四名発議)

日程第５ 国会議員の歳費、旅費及び手当等

に関する法律等の一部を改正する

法律案(難波奨二君発議)

以上３案は、議院運営委員長から委員会審

査の経過及び結果の報告があって、討論の

、 、後 押しボタン式投票をもって採決の結果

日程第３は賛成15、反対210にて否決、日

程第４は賛成166、反対58にて可決、日程

第５は賛成42、反対179にて否決された。

日程第６ 国有林野の管理経営に関する法律

等の一部を改正する法律案(内閣

提出、衆議院送付)

本案は、農林水産委員長から委員会審査の

経過及び結果の報告があって、討論の後、

押しボタン式投票をもって採決の結果、賛

成182、反対43にて可決された。

日程第７ 建設業法及び公共工事の入札及び

契約の適正化の促進に関する法律

の一部を改正する法律案(内閣提

出、衆議院送付)

本案は、国土交通委員長から委員会審査の

経過及び結果の報告があった後、押しボタ



ン式投票をもって採決の結果、賛成225、

反対０にて全会一致をもって可決された。

原子力等エネルギー・資源に関する調査の報

告

本件は、報告を聴取することに決し、資源

エネルギーに関する調査会長から報告が

あった。

散会 午後１時６分

〇令和元年６月７日(金)

開会 午前10時１分

国家公務員等の任命に関する件

本件は、押しボタン式投票をもって採決の

結果、検査官に田中弥生君を任命すること

に賛成220、反対０にて全会一致をもって

同意することに決し、

原子力委員会委員に中西友子君、日本放送

協会経営委員会委員に明石伸子君、堰八義

博君、村田晃嗣君、労働保険審査会委員に

鈴木麻里子君、原子力規制委員会委員に石

渡明君、田中知君を任命することに賛成

179、反対42にて同意することに決し、

公認会計士・監査審査会委員に勝尾裕子

君、預金保険機構理事に内藤浩文君、手

、 、明良君 労働保険審査会委員に室井純子君

中央社会保険医療協議会公益委員に荒井耕

君、秋山美紀君、社会保険審査会委員に

野伸君を任命することに賛成224、反対０

にて全会一致をもって同意することに決

し、

日本放送協会経営委員会委員に高橋正美

、 、君 渡邊博美君を任命することに賛成195

反対28にて同意することに決した。

日程第１ 国務大臣の報告に関する件(｢平成

三十一年度以降に係る防衛計画の

大綱｣及び｢中期防衛力整備計画

(平成三十一年度～平成三十五年

度)｣に関する報告について)

、 、本件は 岩屋防衛大臣から報告があった後

三宅伸吾君、白眞勲君、川合孝典君、谷合

正明君、浅田均君、井上哲士君がそれぞれ

質疑をした。

休憩 午後０時27分

再開 午後１時１分

私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する

法律の一部を改正する法律案(趣旨説明)

本件は、日程に追加し、宮腰国務大臣から

趣旨説明があった後、浜口誠君が質疑をし

た。

日程第２ 公共工事の品質確保の促進に関す

る法律の一部を改正する法律案

(衆議院提出)

本案は、国土交通委員長から委員会審査の

経過及び結果の報告があった後、押しボタ

ン式投票をもって採決の結果、賛成223、

反対０にて全会一致をもって可決された。

日程第３ 成年被後見人等の権利の制限に係

る措置の適正化等を図るための関

係法律の整備に関する法律案(第1

96回国会内閣提出、第198回国会

衆議院送付)

本案は、内閣委員長から委員会審査の経過

及び結果の報告があった後、押しボタン式

投票をもって採決の結果、賛成223、反対

０にて全会一致をもって可決された。

日程第４ 障害者の雇用の促進等に関する法

律の一部を改正する法律案(内閣

提出、衆議院送付)

本案は、厚生労働委員長から委員会審査の

経過及び結果の報告があった後、押しボタ

ン式投票をもって採決の結果、賛成223、

反対０にて全会一致をもって可決された。

日程第５ 民法等の一部を改正する法律案

(内閣提出、衆議院送付)

本案は、法務委員長から委員会審査の経過

及び結果の報告があった後、押しボタン式

投票をもって採決の結果、賛成208、反対

15にて可決された。

散会 午後１時40分

〇令和元年６月12日(水)

開会 午前10時１分

日程第１ 特定船舶の入港の禁止に関する特

別措置法第五条第一項の規定に基

づき、特定船舶の入港禁止の実施

につき承認を求めるの件(衆議院

送付)

本件は、国土交通委員長から委員会審査の

経過及び結果の報告があった後、押しボタ

ン式投票をもって採決の結果、賛成225、



反対０にて全会一致をもって承認すること

に決した。

日程第２ 棚田地域振興法案(衆議院提出)

本案は、農林水産委員長から委員会審査の

経過及び結果の報告があった後、押しボタ

ン式投票をもって採決の結果、賛成228、

反対０にて全会一致をもって可決された。

日程第３ 動物の愛護及び管理に関する法律

等の一部を改正する法律案(衆議

院提出)

日程第４ 浄化槽法の一部を改正する法律案

(衆議院提出)

以上両案は、環境委員長から委員会審査の

経過及び結果の報告があった後、押しボタ

ン式投票をもって採決の結果、日程第３は

賛成227、反対０にて全会一致をもって可

決、日程第４は賛成211、反対14にて可決

された。

日程第５ 子どもの貧困対策の推進に関する

法律の一部を改正する法律案(衆

議院提出)

本案は、内閣委員長から委員会審査の経過

及び結果の報告があった後、押しボタン式

投票をもって採決の結果、賛成227、反対

０にて全会一致をもって可決された。

散会 午前10時13分

〇令和元年６月14日(金)

開会 午前10時１分

議員島田三郎君逝去につき哀悼の件

本件は、議長から既に弔詞をささげた旨報

告し、その弔詞を朗読した。次いで、秋野

公造君が哀悼の辞を述べた。

日程第１ 平成二十九年度一般会計歳入歳出

決算、平成二十九年度特別会計歳

入歳出決算、平成二十九年度国税

収納金整理資金受払計算書、平成

二十九年度政府関係機関決算書

日程第２ 平成二十九年度国有財産増減及び

現在額総計算書

日程第３ 平成二十九年度国有財産無償貸付

状況総計算書

以上３件は、決算委員長から委員会審査の

経過及び結果の報告があって、討論の後、

押しボタン式投票をもって採決の結果、日

程第１はまず賛成139、反対82にて委員長

報告のとおり是認することに決し、次いで

賛成221、反対０にて全会一致をもって委

員長報告のとおり内閣に対し警告すること

に決し、日程第２は賛成138、反対83にて

委員長報告のとおり是認することに決し、

日程第３は賛成152、反対69にて委員長報

告のとおり是認することに決した。

安倍内閣総理大臣は、本内閣に対する警告

について所信を述べた。

散会 午前11時11分

〇令和元年６月19日(水)

開会 午前10時16分

日程第１ 私的独占の禁止及び公正取引の確

保に関する法律の一部を改正する

法律案(内閣提出、衆議院送付)

本案は、経済産業委員長から委員会審査の

経過及び結果の報告があった後、押しボタ

ン式投票をもって採決の結果、賛成221、

反対０にて全会一致をもって可決された。

日程第２ 法科大学院の教育と司法試験等と

の連携等に関する法律等の一部を

改正する法律案(内閣提出、衆議

院送付)

日程第３ 視覚障害者等の読書環境の整備の

推進に関する法律案(文教科学委

員長提出)

以上両案は、文教科学委員長から日程第２

については委員会審査の経過及び結果の報

告、日程第３については趣旨説明があった

、 、後 押しボタン式投票をもって採決の結果

日程第２は賛成134、反対87にて可決、日

程第３は賛成219、反対０にて全会一致を

もって可決された。

日程第４ 児童虐待防止対策の強化を図るた

めの児童福祉法等の一部を改正す

る法律案(内閣提出、衆議院送付)

本案は、厚生労働委員長から委員会審査の

経過及び結果の報告があって、討論の後、

押しボタン式投票をもって採決の結果、賛

成218、反対０にて全会一致をもって可決

された。

散会 午前11時７分

〇令和元年６月21日(金)



開会 午前10時１分

予算委員長金子原二郎君解任決議案(小西洋

之君外４名発議)(委員会審査省略要求)

本案は、発議者要求のとおり委員会審査を

省略し、日程に追加して議題とすることに

決し、小西洋之君から趣旨説明があって、

討論の後、本院規則第138条に基づく要求

により、記名投票をもって採決の結果、賛

成86、反対144にて否決された。

財務大臣・金融担当大臣麻生太郎君問責決議

）案(蓮舫君外３名発議)(委員会審査省略要求

本案は、発議者要求のとおり委員会審査を

省略し、日程に追加して議題とすることに

決し、蓮舫君から趣旨説明があって、討論

の後、本院規則第138条に基づく要求によ

、 、 、り 記名投票をもって採決の結果 賛成71

反対160にて否決された。

日程第１ 日本国憲法第八条の規定による議

決案(衆議院送付)

本案は、内閣委員長から委員会審査の経過

及び結果の報告があった後、押しボタン式

投票をもって採決の結果、賛成230、反対

１にて可決された。

日程第２ 学校教育の情報化の推進に関する

法律案(衆議院提出)

日程第３ 日本語教育の推進に関する法律案

(衆議院提出)

以上両案は、文教科学委員長から委員会審

査の経過及び結果の報告があった後、押し

ボタン式投票をもって採決の結果、賛成

231、反対０にて全会一致をもって可決さ

れた。

日程第４ 愛玩動物看護師法案(衆議院提出)

本案は、環境委員長から委員会審査の経過

及び結果の報告があった後、押しボタン式

投票をもって採決の結果、賛成232、反対

０にて全会一致をもって可決された。

参議院規則の一部を改正する規則案(礒崎陽

輔君外３名発議)(委員会審査省略要求)

本案は、発議者要求のとおり委員会審査を

省略し、日程に追加して議題とすることに

、 、決し 礒崎陽輔君から趣旨説明があった後

押しボタン式投票をもって採決の結果、賛

成187、反対42にて可決された。

散会 午後０時53分

〇令和元年６月24日(月)

開会 午後１時１分

日程第１ 内閣総理大臣安倍晋三君問責決議

案(福山哲郎君外３名発議)(委員

会審査省略要求)

本案は、発議者要求のとおり委員会審査を

省略して議題とすることに決し、福山哲郎

君から趣旨説明があって、討論の後、本院

規則第138条に基づく要求により、記名投

票をもって採決の結果、賛成72、反対163

にて否決された。

散会 午後２時17分

〇令和元年６月26日(水)

開会 午前11時36分

議員辞職の件

本件は、井上義行君の辞職を許可すること

に決した。

国際労働機関(ＩＬＯ)創設百周年に当たり、

ＩＬＯに対する我が国の一層の貢献に関する

決議案(猪口邦子君外７名発議)(委員会審査

省略要求)

本案は、発議者要求のとおり委員会審査を

省略し、日程に追加して議題とすることに

、 、決し 猪口邦子君から趣旨説明があった後

押しボタン式投票をもって採決の結果、賛

成233、反対０にて全会一致をもって可決

された。

根本厚生労働大臣は、本決議について所信

を述べた。

参議院規則の一部を改正する規則案(礒崎陽

輔君外７名発議)(委員会審査省略要求)

参議院憲法審査会規程の一部を改正する規程

案(礒崎陽輔君外７名発議)(委員会審査省略

要求)

参議院情報監視審査会規程の一部を改正する

規程案(礒崎陽輔君外７名発議)(委員会審査

省略要求)

以上３案は、発議者要求のとおり委員会審

査を省略し、日程に追加して一括して議題

とすることに決し、礒崎陽輔君から趣旨説

明があった後、押しボタン式投票をもって

採決の結果、賛成215、反対14にて可決さ



れた。

日程第１の請願

法務局、更生保護官署、入国管理官署及び少

年院施設の増員に関する請願外282件の請願

本請願は、内閣委員長外３委員長の報告を

省略し、全会一致をもって各委員会決定の

とおり採択することに決した。

委員会の審査及び調査を閉会中も継続するの

件

本件は、次の案件について委員会の審査及

び調査を閉会中も継続することに全会一致

をもって決した。

内閣委員会

一、内閣の重要政策及び警察等に関する

調査

総務委員会

、 、 、 、 、一 行政制度 地方行財政 選挙 消防

情報通信及び郵政事業等に関する調

査

法務委員会

一、法務及び司法行政等に関する調査

外交防衛委員会

一、外交、防衛等に関する調査

財政金融委員会

一、財政及び金融等に関する調査

文教科学委員会

一、教育、文化、スポーツ、学術及び科

学技術に関する調査

厚生労働委員会

一、社会保障及び労働問題等に関する調

査

農林水産委員会

一、農林水産に関する調査

経済産業委員会

一、経済、産業、貿易及び公正取引等に

関する調査

国土交通委員会

一、国土の整備、交通政策の推進等に関

する調査

環境委員会

一、環境及び公害問題に関する調査

予算委員会

一、予算の執行状況に関する調査

決算委員会

一、国家財政の経理及び国有財産の管理

に関する調査

行政監視委員会

一、行政監視、行政評価及び行政に対す

る苦情に関する調査

議院運営委員会

一、議院及び国立国会図書館の運営に関

する件

災害対策特別委員会

一、災害対策樹立に関する調査

沖縄及び北方問題に関する特別委員会

一、沖縄及び北方問題に関しての対策樹

立に関する調査

政治倫理の確立及び選挙制度に関する特別

委員会

一、政治倫理の確立及び選挙制度に関す

る調査

北朝鮮による拉致問題等に関する特別委員

会

一、北朝鮮による拉致問題等に関しての

対策樹立に関する調査

政府開発援助等に関する特別委員会

一、政府開発援助等に関する調査

消費者問題に関する特別委員会

一、消費者問題に関しての総合的な対策

樹立に関する調査

東日本大震災復興特別委員会

一、東日本大震災復興の総合的対策に関

する調査

議長は、議員の半数の任期満了に当たり挨拶

をし、中山恭子君は、謝辞を述べた。

散会 午前11時56分


